
牛群検定通信 Ｎｏ６０

◇ ５月から未経産牛の表記が一部変更となります ◇

未経産牛については、以前は「牛群検定は分娩してから加入する」という方

が多かったのですが、現在は「未経産牛の時から牛群検定に加入させる」とい

う方が増えてきています。そこで、５月から未経産牛のデ－タ活用が行いやす

いように、一部表記を変更しますので、その内容をお知らせします。

【１】 未経産牛に検定日時点の年齢および日齢を表示

成績表の右上の端にご自分の成績表の様式が表記されています。

①様式ＡとＢ 未経産牛

・個体検定日成績（２枚目）

「分娩年月日」「搾乳または乾乳日数」の欄に、「年齢」「日齢」をそれ

ぞれ表示します。

・個体累計成績

「分娩時年齢」の欄に、「年齢」を表示します。

②様式Ｃ 未経産牛

・「分娩又は乾乳」欄の「年齢」欄に、「年齢」を表示します。

・授精報告のない未経産牛についても表示します。

なお、いずれの場合も、文字を細くして印字しますので、経産牛と区別が容

易にできます。



【２】 未経産牛の年齢、日齢の活用

年齢、日齢が表示されることで、授精適期と言われている１３～１５カ月齢

ごろを基点に授精が順調に進んでいるか容易に繁殖チェックすることができま

す。

また、未経産牛の授精は日齢だけでなく、発育をチェックすることが肝要で

す。体高１２５～１３０ｃｍ、体重３５０～４００ｋｇが目安といわれていま

す。年齢、日齢の表示により、順調な発育をしているかといったこともチェッ

クしやすくなります。

【３】 未経産牛の早期検定加入

冒頭で申し上げたとおり、未経産牛の牛群検定加入は着実に増えてきていま

す。牛群検定には生まれて直ぐにでも検定加入することが出来、検定費用も無

料ですので是非ご利用下さい。初回授精と同時期に検定加入させるという方も

いらっしゃいますが、前述のような検定成績表の活用を行うためには、もっと

早期（授精の始まる前）に検定に加入する必要があります。

また、現在、注目されているゲノミック評価を行う場合にも、早期の未経産

牛加入が必須となります。
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